数学のまとめ
　
１　数についての問題
[image: image30.wmf]100
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□数の知識　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　正の整数→「自然数」

　整数　　0

　　　　　負の整数　　　　　　　　　
　

　絶対値…原点からの距離（あやふやなときは数直線を書く）　　　　　　
　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(そすう),素数)…１以外に約数を持たない数　例　2,3,5,7,11,13,17,19,23,… 
□偶数は2n、奇数は2n－1とおける。

　3の倍数は3n、3で割って1余る数は3n＋1とおける。

連続する２つの整数はn、n＋1とおける。（整数は1ずつ増える）
連続する２つの偶数は2n、2n＋2とおける。（偶数は2ずつ）
連続する２つの奇数は2n－1、2n＋1とおける。（奇数は2ずつ）
２つの偶数は2n、2m
（2つの数が無関係なので違う文字を使う）
２つの奇数は2n－1と2m－1
２　平方根とその計算
□４の平方根は[image: image1.wmf]±
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と、[image: image2.wmf]4

2

=

の違いに注意
□√の大小関係はすべて2乗してから比べる。

□√の計算の約束
①√の中は必ず小さい数に直す
　 


②分母の√は消す。



③かけ算、割り算は√の中どうし、外どうし。



④たし算、引き算は√の中が同じときだけ。
□暗記しておくとよい数
　

=約1.4　

=約1.7　

=約2.2

□
[image: image3.wmf]2

は1より大きく2より小さいので1＜
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＜2なので整数部分は１、
小数部分は
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□
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が自然数になるときのｎ
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なのでｎ＝5だと√が消える

３　式の計算
□計算の順序

　①（　）の中　→　②2乗など　→　③×÷　→　④＋－

□比例式の計算
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　　　　　　　　　外側どうし　内側どうし
　　４：χ＝６：９　→χ×６＝ ４×９　→χ＝6
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□乗法公式
　　①
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　←左2＋全かけ＋右2
　　②
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　　③
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　　④


←たし、かけ
□因数分解の手順
　　①まず分配法則

　　　例　


　　②公式にあてはめる(上の４つ)
例　



△2－□2＝(△＋□)(△－□)のタイプの因数分解を忘れやすい。

　　　→分配法則を使ってから2段階目に公式を使う問題もある。

　　③それがだめならとりあえず展開してみる。
　　　あるいは、同じ部分を他の記号で置き換える。
　　④それでもだめならグループ分けをする（私立）
４　確率　
□場合の数…何通りあるか。
→単位は「通り」
□確率＝
[image: image12.wmf]全体の場合の数

場合の数



→単位なし
□さいころ２個をふる場合の数は縦6横6の表を書いて36通り。
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□コイン３枚を投げる場合の数は８通り。
□文章問題は必ず樹形図を書く。
５　方程式と不等式
①食塩水についての問題
[image: image38.wmf]5
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左の式を用いて、
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②速さに関する問題
　必ず「み・は・じの表を書く。」
　□往復の問題　　行きのみ＝帰りのみ
　□追いつき問題　一方のみ＝他方のみ
□トンネルや橋　列車の長さも加える
□周回で出会い　　　二人の道のりの和＝一周

□周回での追いつき　二人の道のりの差＝一周

③割合についての問題

□χ円の30％　　　＝0.3χ（円）
□χ円の30％OFF　 ＝0.7χ（円）

□χ円の30％値上げ＝1.3χ（円）

④商品の値段についての問題
　　商品の値段は仕入れ値(原価)→定価→売り値というように動く。
　　ここで原価＋利益(もうけ)＝売り値という式を作る。






「＝」なので方程式が作れる
⑤「２けたの整数」の問題
　十の位をχ、一の位をｙとすると
　ある数(もとの数、その数)　　＝10χ＋ｙ
　十の位と一の位を入れかえた数＝10ｙ＋χ
　十の位の数と一の位の数の和　＝ χ＋ｙ
⑥「余り」の問題

　余りがあるときは分数も割り算も使えない。→掛け算で表す。
　

→

を考えると、
　(割られる数)＝(割る数)×(商)＋(余り)

⑦二次方程式の解き方
　Ａ　平方根を使う（χが1回のとき）
　　　(例)

→

→


　Ｂ　因数分解を使う（χが2回のとき）
　　　(例)






[image: image13.wmf]


Ｃ　平方完成
χの係数の(半分)2を両辺に加える
　Ｄ　解の公式を使う（公立入試では不要）
　　　解の公式　[image: image14.wmf]ax
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　　　(例)

→

＝


６　関数とグラフ
▼比例(中１)　　　　　　　　　　　　aはﾏｲﾅｽ　　aはﾌﾟﾗｽ
　　一方が2倍、3倍…になると
　　もう一方も2倍、3倍…になる。
　＜式＞[image: image16.wmf]y

ax

=

(

は比例定数)

　
　＜グラフ＞原点を通る直線
▼反比例
一方が2倍、3倍…になると

　　もう一方は
[image: image17.wmf]2

1

倍、
[image: image18.wmf]3
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倍…になる。
　＜式＞
[image: image19.wmf]y
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　＜グラフ＞グラフは双曲線
▼一次関数(直線)

　＜式＞
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　([image: image21.wmf]a

は傾きまたは変化の割合、[image: image22.wmf]b

は切片を表す。)


[image: image23.wmf]□変化の割合＝

χの増加量

ｙの増加量

　　◇増加量＝(後)－(前)
※変化の割合の問題では表を書くとよい。
　　y＝2χ＋3でχが－1から4まで変化するときｙの増加量は？







yの増加量＝(後)－(前)＝9－1＝8
□交点の座標はグラフを表す式を連立する。
□座標がわかったらとりあえず代入。
□２つの直線が平行→２つの直線の傾きが等しい。
▼2乗に比例する関数
①ｙの変域…グラフの中でｙ座標が最大の点と最小の点を探す。

→　　≦ｙ≦　　の形で答える。

　範囲を答える問題もこの形で答える。

②変化の割合
　　例　
[image: image24.wmf]y
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でχが2から5まで変化するときの変化の割合を求めよ。
　　　χ　２　→　５　　　
　　　ｙ　-8　→　-50

※中点の座標の求め方
　χ座標どうしの平均、ｙ座標どうしの平均が中点の座標。　
(3,6),(7,-2)の中点の座標は
[image: image25.wmf](
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７　平面図形の性質と証明
□円周の長さ＝直径×π(＝2πr)←3.14は使わない
□円の面積＝半径×半径×π(＝πr2)

□台形の面積＝(上底＋下底)×高さ÷２
□ひし形の面積＝対角線×対角線÷２
□平行四辺形の面積＝底辺×高さ
□ｎ角形の内角の和は　180×（ｎ－2）
□多角形の外角の和は　360°
▼図形の証明
□三角形の合同条件
　①３辺がそれぞれ等しい。
　②２辺とその間の角がそれぞれ等しい。
　③１辺とその両端の角がそれぞれ等しい。
　④直角三角形で斜辺と他の１辺がそれぞれ等しい。
　⑤直角三角形で斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しい。
□平行四辺形になるための条件
　①２組の向かい合う辺がそれぞれ平行
　②２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい
　③２組の向かい合う角がそれぞれ等しい
　④１組の向かい合う辺が平行で、その長さが等しい。
　⑤２本の対角線がそれぞれの中点で交わる。
　三角形の合同の証明






８　相似な図形
三角形の相似条件
　①３組の辺の比がすべて等しい。
　②２組の辺の比とその間の角がそれぞれ等しい。
　③２組の角がそれぞれ等しい。
□中点連結定理
　「三角形の２つの中点を結ぶ線分は他の辺に平行で、長さはその半分」
９　円の性質
	①円の中心から弦に引いた垂線は
　弦を２等分する。
	
	同じ弧に対する円周角は全て等しい(円周角の定理)



　　　　　　　　o

　　　　　　　　


	円周角の大きさは、同じ弧に対する
中心角の半分に等しい。
	
	直径に対する円周角は90°



　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　
	接線は接点を通る半径に垂直。
	
	ある点から円に引いた２本の接線の長さは等しい。






10　三平方の定理
三平方の定理(ピタゴラスの定理)

　右の図のような直角三角形は次の式が成り立つ
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	この他よく出題される
直角三角形の辺の比には、


、

などがある。


□グラフの２点の距離→縦と横に補助線を引くと直角三角形→三平方
□直方体の対角線χ
χ2＝縦2＋横2＋高さ2
□トンネルの長さ　
　→切り口の図を書き出して三平方

□立体図形の表面の最短距離→展開図を書いてから三平方

11　空間図形
□直方体の体積＝縦×横×高さ
□立方体の体積＝１辺×１辺×１辺
□～柱の体積　＝底面積×高さ
□～錐の体積　＝底面積×高さ÷３
□空間内の２直線の関係は①交わり、②平行、③ねじれの３種類だけ
□空間図形上に張ったひもの長さの最短距離は展開図を書いて考える。
	正多面体
	正四面体
	正六面体
	正八面体
	正十二面体
	正二十面体

	

図形
	
	
	
	
	

	面の数
	４
	６
	８
	１２
	２０

	辺の数
	６
	１２
	１２
	３０
	３０

	頂点の数
	４
	８
	６
	２０
	１２

	面の形
	正三角形
	正方形
	正三角形
	正五角形
	正三角形


12　作図　
作図の方法は４つだけ。
①垂直二等分線　②角の二等分線　
③直線上からの垂線　④直線外から垂線
作図の応用
・「２点からの距離が等しい」　→垂直二等分線

・「２直線からの距離が等しい」→角の二等分線

・「円が直線に接する」
　→接線と半径は垂直

・「円の中心を求める」
　→弦の垂直二等分線

・「線対称」「折り返し」
　→垂直二等分線

規則性を探す問題（マッチ・碁石など）

・1番目、2番目、3番目と自分で書いていき、規則性を探す。

・規則性が見つけにくいときはそれぞれの差を調べてみる。
関数の応用問題
　①座標や式を求める問題。

□文章中で決められた式、座標などを必ずグラフにメモする。
□代入を繰り返せば基本問題は解ける。
□それでも座標や式が求められないときは1つの点のχ座標をｔとし、

　　すべての点の座標をｔで表してみる。

②面積や長さについての問題。

　□あらかじめすべての座標を調べておく。

　□図形の面積の公式が使えない場合は分割する。
あるいは全体から引く。
　□頂点を通って三角形の面積を二等分する　→　中点を通る。

　□平行四辺形の面積を二等分する

　→　対角線の交点を通る。

　□平行線があると同じ面積の三角形が作れる。

③折れ線グラフの式、変域

　□両端の点と折れている部分の点の座標をすべて調べる。

　　　式は2点を代入して連立する。χの変域は最小と最大を調べる。


　→　　≦χ≦　　の形で答える。

図形の応用問題

①長さを求める問題→三平方の定理か相似で90％以上解ける。

　　　三平方→直角三角形をさがす。なければ作る。


　　　相似　→　　　と　　　をできる限り多くさがす。
平行になっていれば相似。
②面積比を求める問題→底辺の比をまず求める。

高さが同じならば底辺の比＝面積の比
③円を含む問題
　

　□円周角の定理が使える問題がほとんど。　

　□接線があるときは、接点から半径を補助線にすると直角になる。

　□半径が2つあると二等辺三角形。
　□直径があると直角三角形。

④折り返し問題
　□折り返す前と後が合同　→対応する辺や角が等しい。

　　□対称の軸は対応する点の垂直二等分線になっている。
⑤円柱の側面積







　側面の縦＝底面の円周



　　展開図



　　＝3×2×π＝6π
　　　　　　　　　　　


　　側面積＝6π×4＝24π
⑥円錐の側面の中心角







　側面の弧＝底面の円周



　展開図


6×2×π×
[image: image29.wmf]360
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方程式として解くとχ＝120度
　　　　　表
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平方完成
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変化の割合の表


χ�
－1�
4�
�
ｙ�
1�
9�
�






4ｃｍｃｍ





6π





2





6





　� EMBED Equation.3  ���　　








-10-

_910949649.unknown

_1259241319.unknown

_1259328296

_1259351407.unknown

_1259406216.unknown

_1259406225.unknown

_1259406420.unknown

_1259406180

_1259352221.unknown

_1259328317

_1259329127.unknown

_1259328311

_1259241418.unknown

_1259241792.unknown

_1259241793.unknown

_1259241489.unknown

_1259241470.unknown

_1259241376.unknown

_1259241396.unknown

_1259241341.unknown

_1248953402

_1259239604.unknown

_1259241044.unknown

_1259241043.unknown

_1248954061.unknown

_1248953393

_1248953398

_910949705.unknown

_911075877

_910949672

_902514334.unknown

_902514492.unknown

_902516126.unknown

_910949010

_910949313.unknown

_902516128.unknown

_902514532.unknown

_902514552.unknown

_902514639.unknown

_902514515.unknown

_902514422.unknown

_902514467.unknown

_902514386.unknown

_902064066

_902064087

_902064109

_902221019.unknown

_902068045

_902064097

_902064070

_902063157

_902063180

_902062976

_902063086

_902062963

